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令和６年１１月１２日 

お 客 さ ま へ 

株 式 会 社  栃 木 銀 行 

取締役頭取  仲田 裕之 

 

 

「とちぎんデジタル化プランニングサービス」の開始について 

 

株式会社 栃木銀行(取締役頭取 仲田 裕之)は、デジタル化支援を通じてお客さまの課題解決・

新たな価値提供に一層取り組むため、事業者向けに「とちぎんデジタル化プランニングサービス」

の提供を開始しますので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．背景 

原材料高騰や労働力人口の減少など、事業者を取り巻く経営環境が厳しさを増す中、デジタル

化による業務効率化等の生産性向上に取り組むことは、どの事業ライフサイクル（導入期・成長

期・成熟期・衰退期）においても企業価値向上のための重要な課題となっております。 

当行は地域金融機関として、本サービスの提供により事業者のデジタル化の入り口から一貫し

た伴走支援を行うことで、デジタル技術の活用およびコンサルティング機能を強化いたします。 

 

２．サービス名 

「とちぎんデジタル化プランニングサービス」 

 

３．サービス内容 

お客さまとの面談を基本に、業務プロセスを可視化し課題を抽出します。お客さまが目指すべ

き姿をともに描き、デジタルツールを活用した業務改善提案およびシステム事業者紹介を実施す

るコンサルティングサービス（有償）を提供します。 
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＜実際の支援事例に基づくサービスイメージ＞ 

 ・Ｘ社／卸売業／中規模事業者 

 ・業務プロセスの可視化を行った上で、経営者および実務担当者と業務上の問題点を列挙。 

・問題点の要因分析を行い、問題点をグループ化し取組むべきテーマを 3つ設定。（図 1） 

・中長期的なデジタル化推進のためのロードマップを作成。（図 2） 

・テーマ実現のためのアクションとして、複数のデジタルツール導入をご提案。 

・紙で行っていた受注・納品時の業務を、デジタルツール導入により効率化を図った。 

・今後もロードマップを基に、社内のデジタル化・業務効率化を伴走して支援予定。 

（図 1）                 （図 2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．提供開始日 

令和 6年 11月 11日（月） 

 

５．地域デジタル化支援促進事業への採択 

 地域デジタル化支援促進事業は、「デジタル田園都市国家構想総合戦略（2023改訂版）」（令和 5

年 12月 26日閣議決定）において盛り込まれた「中小・中堅企業 DX」の一環として、日常的に地

域企業と強固な関係性を持ち、地域企業の事業課題や業務の実態を把握している地域金融機関等

が行うデジタル化促進のための伴走支援事業に対して支援を行うものです。 

これにより、地域企業のデジタル化を通じて、地域事業者の成長・成長性向上、ひいては地域

経済の活性化の実現を目指します。 

 当行は、令和 6年 7 月末に、本事業における DXコンサルティングを担う間接補助事業者として

採択されました。 

 

以 上 

4．業務問題分析

業務問題分析によるテーマ設定

• 挙げられた17の業務問題 ⇒ 4つの要因に分類 ⇒ 2つの問題を抽出 ⇒ 3つのテーマを設定

受注内容の間違いが頻発している

受注方法が多岐にわたっており、集計作業が大変

緊急性の高い受注により事前の計画が立たない

製品数が多く、管理に手間がかかっている

受注表を手書きで作成しており時間がかかる

作業内容が一見して分かりにくい

他書類と内容と重複している

生産指示書が手書き作成で時間がかかる

過去の販売実績の把握が容易にはできない

リアルタイムで売上状況を把握できない

原価・相場を反映した販売価格の決定が難しい

売上先別の利益額・率が把握できない

営業担当者別の顧客の管理が不十分

営業担当者毎の売上利益の還元が月次単位

人により記入方法が異なる

原価計算に時間がかかる

残業に繋がっている

出先で作業ができない

受注先の利便性を優先している

受注表の様式が
実態に沿っていない

データの所在がバラバラ

紙文化

業務問題 要因 問題

顧客満足度確保の為に構築
した業務体系により業務負担

が生じている
顧客利便性の向上

業務の効率化による
生産性向上

データに基づく
経営判断

テーマ

データが連携・一元管理がされ
ておらず、業務負担が生じてお
り、データの利活用ができてい

ない


